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1991年　  大阪大学医学部医学科卒業
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1992年　  大阪労災病院皮膚科医員
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1999年　  大阪大学医学部皮膚科学教室医員
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第8回日本抗加齢医学会総会　奨励賞、2008
第72回日本皮膚科学会東部支部総会　会長賞、2008
平成22年度日本皮膚科学会雑誌論文賞(The Journal of 
Dermatology), 2010 
F1000Prime AFM Travel Grant 2013 
JD Award, Most Downloaded Articles in 2013
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　急速進行型円形脱毛症に対して従来ステロイドパルス療法が試みられてきたが、日本皮膚科学会ガイドラインでは入
院の上施行することが勧められている。ところが実地診療においては入院が困難な例もある。そこでそのような症例に対し
てステロイド内服薬をステップダウンしていく治療を試みたので報告する。
　発症6ヵ月以内の急速に進行する円形脱毛症患者62例に対してプレドニゾロン20mg/日を開始し、10週で漸減する
投与法（ステップダウン療法）により治療した。2例は各々胃痛・下痢およびプレドニゾロン錠内服時気分不良のため中止
した。その結果、発症から4ヵ月以内で頭皮の脱毛面積が50％未満であれば、著効率は約90%であった。しかしながら再
発率は平均観察期間15.4ヵ月で30%であった。従来行われてきたステロイドパルス療法での平均観察期間15.3ヵ月で
の再発率は16.7%であったのと比べると高率であった。またこの再発率はステップダウン療法開始時の重症度とは相関し
なかった。再発例18例の治療については再度のステップダウン療法、ステロイド外用および局注、局所免疫療法、ステロイ
ドパルス療法、ステロイド継続内服を種々試みたが、著効は8例、7例は無効か部分的な発毛にとどまった。
　以上よりステロイド内服薬ステップダウン療法は急速進行型円形脱毛症に対して一定の効果を得るが、従来のステロ
イドパルス療法に比べると再発の可能性について注意深く経過観察していくことが重要である。
　また男性型および女性型脱毛症治療のnew topicsとして赤色LED照射の症例集積研究が進行中であるので、その結
果についても報告する。さらに現在までのLEDの皮膚科的応用のデータについても触れたい。
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